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 各教育事務所長 様 

 

                        教育振興部学校安全保健課長 
 
 

学校環境における工作物及び機器等の安全点検について（依頼） 

 
このことについて、令和３年５月２５日付け３施施企第４号で、文部科学省大臣官

房文教施設企画・防災部施設企画課長、同総合教育政策局男女共同参画共生社会学習

・安全課長及び、スポーツ庁政策課長から、別添写しのとおり依頼がありました。 
本県では、先月、宮城県で防球ネット支柱倒壊により児童が死傷した事故を受け、   

令和３年４月３０日付け教安第１７０号で、学校に設置している防球ネットの緊急点

検等について通知したところですが、同月には福岡県の中学校で、体育館内のバスケ

ットゴールが落下し、生徒が負傷するという事故が発生しています。 
同様の事故の再発防止と学校環境の安全確保に万全を期すためには、倒壊や落下等

により重大な事故につながる恐れのある物について、今一度点検すべき対象を確認し

直し、安全点検を行うことが重要です。 
ついては、貴域内市町村教育委員会に対して周知し、各学校において下記を踏まえ

た適切な安全点検等が実施されるよう御指導願います。 
 

記 
１ 各学校で作成している「安全点検表」において、設置経緯が不明等の理由に

より点検対象外となっているものがないか確認し、不足している項目を点検表

に追加するとともに、項目に応じて点検の分担（学校、学校設置者、専門家等）

を明確にすること。 

 

２ 今回の安全点検は、１で整理した安全点検表を踏まえ、別添「学校環境にお

ける工作物及び機器等の安全点検について」のとおり実施すること。また、  

点検において、目視等による点検では安全性の判断が困難な場合、または設置

場所や構造上の複雑さ、表面の塗装等により金属疲労・腐食・破損等の状態を

正確に把握できない場合は、専門的な点検を行い安全性を確認すること。 

  なお、今後の定期的な安全点検においては、今回見直した安全点検表を基に、

継続的かつ計画的に安全性の確認を行うこと。 

 

３ 学校の安全確保について、国が発行した各種マニュアル等に加え、「学校安

全の手引」（令和２年３月 千葉県教育委員会）を参考にしながら、各学校で  

策定・作成した「学校安全計画」及び「危機管理マニュアル」等を基に、事故

の発生防止に努めるとともに、教職員に対し事件・事故発生時における対応の

周知徹底を行うこと。 
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学校環境における工作物及び機器等の安全点検について（依頼） 

 
このことについて、令和３年５月２５日付け３施施企第４号で、文部科学省大臣官

房文教施設企画・防災部施設企画課長、同総合教育政策局男女共同参画共生社会学習

・安全課長及び、スポーツ庁政策課長から、別添写しのとおり依頼がありました。 
本県では、先月、宮城県で防球ネット支柱倒壊により児童が死傷した事故を受け、   

令和３年４月３０日付け教安第１７０号で、学校に設置している防球ネットの緊急点

検等について通知したところですが、同月には福岡県の中学校で、体育館内のバスケ

ットゴールが落下し、生徒が負傷するという事故が発生しています。 
同様の事故の再発防止と学校環境の安全確保に万全を期すためには、倒壊や落下等

により重大な事故につながる恐れのある物について、今一度点検すべき対象を確認し

直し、安全点検を行うことが重要です。 
ついては、下記を踏まえ、安全点検を実施するとともに、学校の安全確保に万全を

期すようお願いします。 
 

記 
１ 各学校で作成している「安全点検表」において、設置経緯が不明等の理由に

より点検対象外となっているものがないか確認し、不足している項目を点検表

に追加するとともに、項目に応じて点検の分担（学校、学校設置者、専門家等）

を明確にすること。 

 

２ 今回の安全点検は、１で整理した安全点検表を踏まえ、別添「学校環境にお

ける工作物及び機器等の安全点検について」のとおり実施すること。また、  

点検において、目視等による点検では安全性の判断が困難な場合、または設置

場所や構造上の複雑さ、表面の塗装等により金属疲労・腐食・破損等の状態を

正確に把握できない場合は、専門的な点検を行い安全性を確認すること。 

  なお、今後の定期的な安全点検においては、今回見直した安全点検表を基に、

継続的かつ計画的に安全性の確認を行うこと。 

 

３ 学校の安全確保について、国が発行した各種マニュアル等に加え、「学校安

全の手引」（令和２年３月 千葉県教育委員会）を参考にしながら、各学校で  

策定・作成した「学校安全計画」及び「危機管理マニュアル」等を基に、事故

の発生防止に努めるとともに、教職員に対し事件・事故発生時における対応の

周知徹底を行うこと。 

 

                                                                        

 












